
平成 28 年度札幌市の温暖化対策推進に関する調査 結果概要

１ 調査実施目的 

  平成 27 年 3 月に策定した「札幌市温暖化対策推進計画」の進行管理を行うとともに、

本計画に基づく施策を効果的に推進していくための基礎的な資料とするため、温暖化に

関する市民意識を把握するもの。

２ 調査対象 

  住民基本台帳より無作為抽出された 18 歳～79 歳の市民 3,000 人

３ 回答者数 

1,208 名（回収率 40.3%） ※男性 42%、女性 57.3%（無回答 0.7%）

  回答者属性の詳細については、別紙中、設問 F（最後）のとおり

４ 調査期間 

  平成 28 年 11 月 22 日（火）～12 月 9 日（金）

５ 結果概要 

次ページ以降のとおり

別添２
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■温暖化の進行による影響の認知度

問１ 猛暑日や集中豪雨の増加、強大な竜巻の発生といったさまざまな異常気象は、地

球温暖化が主な原因となって引き起こされていると言われています。あなたは、

このような地球温暖化の進行による影響について、知っていますか。次の中から、

あてはまるものに１つ○をつけてください。

1.知っている

42.7

54.6

54.3

2.少し知っている

42.6

37.5

37.7

3.あまり知らない

11.6

6.8

6.5

4.知らない

2.2

0.8

0.9

無回答

1.0

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

（N=1208）

 地球温暖化の進行による影響について、「知っている」と回答した人は 25 年度では 42.7％、

27 年度では 54.6％、28 年度では 54.3%となった。次いで、「少し知っている」と回答した

人では 25 年度では 42.6％、27 年度では 37.5％、28 年度ではと 37.7％となった。「知って

いる」「少し知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度では 85.3％、27 年度では

92.1％、28 年度では 92%となった。

 一方、25 年度の「あまり知らない」と、「知らない」を合わせた“知らない”は 13.8％
となり 27 年度では 7.6％、28 年度では 7.4％と僅かながら減少した。

地球温暖化の進行による影響について、「知っている」と「少し知っている」

を合わせた“知っている”は 25 年度から 6.7 ポイント増加し 92％となった。
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■温暖化の原因（二酸化炭素濃度の上昇）の認知度

問２ あなたは、地球温暖化の主な原因が、「大気中の二酸化炭素濃度の上昇」であるこ

とを知っていますか。次の中から、あてはまるものに 1 つ○をつけてください。

1.知っている

84.3

91.4

90.9

2.知らない

12.8

8.0

7.8

無回答

2.9

0.6

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

（N=1208）

 地球温暖化の主な原因が『二酸化炭素濃度の上昇』であることの認知度について、

「知っている」は 27 年度から 28 年度では殆ど変化はないが 90.9%と高い数字になってい

る。

 一方で、「知らない」は、25 年度の 12.8％から、27 年度が 8％、28 年度が 7.8％と、約

5 ポイント減少した。

地球温暖化の主な原因が『二酸化炭素濃度の上昇』であることの認知度は、

「知っている」が 27、28 年度で 9 割以上。
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■二酸化炭素濃度上昇の原因の認知度

問３ 大気中の二酸化炭素濃度は、次に示すようなことが主な原因となって上昇してし

まいます。次の中から、あなたが知っているものにいくつでも○をつけてくださ

い。

70.6

73.3

70.3

57.4

44.7

41.4

9.9

3.6

5.1

88.0

86.5

84.1

71.5

61.2

59.6

15.5

3.5

0.6

84.8

83.8

80.5

67.1

57.7

57.7

14.1

5.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1.工場などの稼働による化石燃料※の消費

3.自動車、航空機などの利用に伴う化石燃料※の消費

6.二酸化炭素を吸収する樹木の伐採などによる森林破壊

2.家庭・オフィス・店舗などでの

給湯・暖房に伴う化石燃料※の消費

4.家庭・オフィス・店舗・工場などでの電気の使用

（発電する際に化石燃料※を消費する場合があるため）

5.プラスチックごみの焼却

7.水の使用（河川水や地下水を飲めるようにしたり、

汚れた水をきれいにするのにエネルギーを消費するため）

8.１～７以外の原因をご存知でしたらご記載願います

無回答

25年度(Ｎ=1348) 27年度(Ｎ=824) 28年度(Ｎ=1208)

※化石燃料：石油、石炭、天然ガス、灯油、ガソリンなど

 二酸化炭素濃度上昇の原因について、「工場などの稼動による化石燃料の消費」が 84.8%
と最も高く、次いで「自動車、航空機などの利用に伴う化石燃料の消費」が 83.8%となっ

ている。

 各項目とも、27 年度からは微減となっているが、25 年度からは大きく増加している。

二酸化炭素濃度上昇の原因として知っているものは、「工場などの稼働による

化石燃料の消費」が 84.8％。
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■温暖化問題の把握

問４ あなたは、地球温暖化問題をどのようにとらえていますか。次の中から、あては

まるものにいくつでも○をつけてください。

57.6

55.3

38.1

31.9

11.6

8.9

4.2

0.9

0.9

3.0

1.0

68.3

67.4

47.5

41.4

23.2

6.2

3.6

0.8

0.6

2.8

0.2

70.4

66.6

47.1

40.9

23.2

3.4

3.4

0.7

0.6

4.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.真剣に取り組まなければならない

身近な問題であると思っている

2.重大で深刻な問題であると思っている

5.解決が難しく今後も悪化すると思う

3.みんなで温暖化対策を推進すれば

解決に向かうと思う

4.科学技術が進歩すれば

解決に向かうと思う

9. 地球温暖化の原因や

それによる影響はよく分からない

6.何をやっても解決できないと思う

8.大したことない問題だと思っている

7.自分には関係の無い問題だと思っている

10.その他

無回答

25年度(Ｎ=1348) 27年度(Ｎ=824) 28年度(Ｎ=1208)

 温暖化については、「真剣に取り組まなければならない身近な問題であると思っている」

「重大で深刻な問題であると思っている」が 60％以上と高い数字となっており、増加傾向

にある。

 一方、「地球温暖化の原因やそれによる影響はよく分からない」は 3.4%と 25 年度の 8.9％
から年々減少している。

温暖化については、「真剣に取り組まなければならない身近な問題であると思

っている」が 70.4％と最も高くなった。
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■私たちが感じる温暖化の影響

問５の１ 地球温暖化による影響は、既に現れていると言われていますが、あなたが感じ

る影響はありますか。次の中から、あてはまるものにいくつでも○をつけてく

ださい。

84.9

75.4

67

62.8

54.3

48.3

33.8

2.3

0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

2.気温・海水温の上昇、猛暑日の増加

1.ゲリラ豪雨、洪水の発生

3.台風・竜巻の増加

6.氷河・氷山の減少、海水面の上昇

4.作物収量の変動、生物分布の変化

5.四季の期間の変化

7.干ばつ・渇水の発生

8.その他

9.感じる影響はない

無回答

28年度(Ｎ=1208)

※28 年度からの新項目の為比較なし

 私たちが感じる温暖化の影響については、「気温・海水温の上昇、猛暑日の増加」が 84.9％
と第 1 位となり、次いで「ゲリラ豪雨、洪水の発生」「台風・竜巻の増加」となっている。

私たちが感じる温暖化の影響については、「気温・海水温の上昇、猛暑日の増

加」が 84.9％と最も高くなった。
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■不安に感じる温暖化による生活への影響

問５の２ 地球温暖化が私たちの生活に及ぼす影響で、あなたが不安に感じるものは何で

すか。次の中から、あてはまるもの３つに○をつけてください。

80.6

64

50.1

48.3

44.4

21.9

16.6

1.6

1.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1.農業への影響

(農作物の収穫量や品質の低下等)

5.水・土砂災害の増加

(豪雨による洪水、土砂崩れ等の発生等)

4.生態系への影響

(野生生物の生息地の減少・変化等)

6.健康への影響(熱中症の増加、

感染症媒介生物の分布拡大等)

3.水資源への影響(渇水、水不足等)

2.水環境への影響(川の水質の悪化等)

7.環境・レジャーへの影響

(積雪量の変化、砂浜の消失等)

8.その他

9.不安に感じることはない

無回答

28年度(Ｎ=1208)

※28 年度からの新項目の為比較なし

 不安に感じる温暖化による生活への影響については、「農業への影響(農作物の収穫量や

品質の低下等)」が 80.6％と第 1 位となり、次いで「水・土砂災害の増加 (豪雨による洪水、

土砂崩れ等の発生等)」「生態系への影響 (野生生物の生息地の減少・変化等)」となってい

る。

不安に感じる温暖化による生活への影響については、「農業への影響(農作物の

収穫量や品質の低下等)」が 80.6％と最も高くなった。
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■“適応策”の認知度

問５の３ 地球温暖化による影響に対応し、被害を軽減することを、温暖化対策における

「適応策」と言いますが、あなたはこの「適応策」という言葉を知っていまし

たか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

1.言葉の意味も含めて

知っていた

15.1%

2.言葉は聞いたことは

あったが、

意味は知らなかった

27.1%

3.知らなかった

56.8%

無回答

1.0%

27年度(N=824)

※28 年度からの新項目の為比較なし

 “適応策”の認知度については、「知らなかった」が 56.8％で最も高くなっている。

一方「言葉は聞いたことはあったが、意味は知らなかった」が 27.1％、「言葉の意味も

含めて知っていた」が 15.1％となっている。

“適応策”の認知度について、「言葉の意味も含めて知っていた」が 15.1％
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■自身のライフスタイル

問６の１ あなたの生活はエコライフ（環境に優しい生活）だと思いますか。次の中から、

あてはまる数字１つに○をつけてください。

1.そう思う

8.6%

2.ややそう思う

20.1%

3.どちらとも言えな

い

48.8%

4.やや思わない

9.2%

5.思わない

8.1%

6.分からない

3.3%
無回答

1.9%

28年度(N=1208)

※28 年度からの新項目の為比較なし

 自身のライフスタイル（エコライフかどうか）については、「どちらとも言えない」が

48.8％で最も高くなっている。

一方「ややそう思う」が 20.1％、「ややそう思わない」が 9.2％となっている。

自身のライフスタイル（エコライフかどうか）について、「どちらとも言えな

い」が 48.8％
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■実践しているエコライフの取組

問６の２ あなたが常に実践しているエコライフ（環境に優しい生活）の取り組みはあり

ますか。次の中から、あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

87.0

79.4

58.3

58.6

57.3

54.0

50.6

54.6

48.1

48.1

44.9

43.9

37.5

31.3

27.3

0.7

87.2

79

62.3

56.2

55.6

52.8

52.1

50.3

44.2

44.2

43.0

41.7

36.9

30.9

26.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.使用していない部屋の灯りをこまめに消す

13.買い物にはマイバッグを持参し、

レジ袋をもらわない

4.家電製品(照明を含む)の買い替え時には、

省エネに配慮した製品を選ぶ

5.衣服などにより調節し、

冷房もしくは暖房を使いすぎない

6.夏は外気を入れて室温を下げたり、

冬はカーテンを閉めて熱が逃げないようにする

12.入浴時にはシャワーを出しっぱなしにせず、

こまめに止める

14.食材は無駄なく買って使い切る

10.洗濯は、まとめ洗いをする

3.冷蔵庫の温度設定を変えたり(冷たくしすぎない)、

ドアの開け閉めを短くしたりしている

3.冷蔵庫の温度設定を変えたり(冷たくしすぎない)、

ドアの開け閉めを短くしたりしている

7.温水洗浄便座の保温を切るか、

保温機能を使う場合は温度を低めに設定する

8.電気ポットや炊飯ジャーの保温時間を短くする

11.風呂の残り湯を洗濯などに利用する

2.テレビの明るさ設定を変えたり(明るくしすぎない)

見る時間を短くしたりしている

9.食器は余分な汚れをふき取ってから洗う

無回答

27年度(Ｎ=824) 28年度(N=1208)

 実践しているエコライフの取組については、「使用していな部屋の灯りをこまめに消す」

が 87.2％で最も高く、次いで「買い物にはマイバッグを持参し、レジ袋をもらわない」が

79％となっている。また、「家電製品(照明を含む)の買い替え時には、省エネに配慮した製

品を選ぶ」が 27 年度よりも 4 ポイント増えた。

実践しているエコライフの取組については、「使用していない部屋の灯りをこ

まめに消す」が 87.2％。
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■自動車の運転頻度

問７の１ あなたはどの程度自動車を運転しますか。

次の中からあてはまるもの 1 つ○をつけて下さい。

1.日常的に運転する

37.7

39.5

2.週に1～2回運転する

18.4

17.2

3.週に1回未満

25.6

28.6

無回答

18.3

14.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

27年度

(N=824)

28年度

(N=1208)

 自動車の運転頻度について、「日常的に運転する」が.39.5%で、27 年度の 37.7%から 1.8
ポイントの微増となった。次いで「週に 1 回未満」が 28.6%と、27 年度の 25.6%から 3 ポ

イントの増加となっている。全体の 56.9％が週に 1 回以上自動車を運転しているという結

果となった。

自動車の運転頻度について、週に 1 回以上が 56.9％。
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■実施しているエコドライブの取組

《問７の１で１又は２と答えた方にお聞きします》

問７の２ あなたが運転する際に実施しているエコドライブの取組はありますか。

次の中から、あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

57.7

55.3

45.6

44.3

45.6

47.4

37.1

45.9

37.6

32

5.4

3.1

0

44.4

43.2

37.5

36.5

35.5

34.5

32.3

32.3

30.3

27.7

3.9

2.9

20

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

6.駐停車する際はエンジンを止める

5.停車位置が分かったら

早めにアクセルを離す

2.走行中、速度変動を抑える

4.タイヤの空気圧を適正に保つ

8.ゆっくり発進する

(5秒で20ｋｍ/ｈ程度)

3.走行距離の短いルートを選択する

9.高速道路では制限速度を守り、

必要以上に加速しない

10.エアコンの使用を控えめにする

7.エンジンをかけたらすぐに出発する

1.すぐに使わない荷物を降ろす

12.特に取り組んでいない

11その他

無回答

27年度(N=447) 28年度(N=862)

実施しているエコドライブの取組について、「駐停車する際はエンジンを止める」が 44.4％
と最も高くなっており、次いで「停車位置がわかったら早めにアクセルを離す」が 43.2％
となっている。また、27 年度では 7 位だった「タイヤの空気圧を適正に保つ」が 4 位に上

昇した一方、27 年度では第 3 位であった「走行距離の短いルートを選択する」が 6 位に下

降した。
※28 年度は無回答が多いことから相対的に各項目の回答率が低くなっている

実施しているエコドライブの取組について「駐停車する際はエンジンを止め

る」が 44.4％。
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■実施しているエコドライブの頻度

《問７の１で１又は２と答えた方にお聞きします》

問７の３ あなたが運転する際に実施しているエコドライブの頻度はどのくらいですか。

次の中からあてはまるものに 1 つ○をしてください。

1.ほぼ常に行っている

(80％以上）

37.4

33.3

2.概ね行っている

(50～80％）

40.1

35.0

3.ときどき行っている

(30～50％）

14.0

16.1

4.あまり行っていない

(30％未満）

5.2

7.4

5.全く行っていない

(0％）

3.3

3.2

無回答

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

27年度

(N=364)

28年度

(N=656)

 実施しているエコドライブの頻度について、「概ね行っている(50～80％)」が 35％と最

も高くなっており、次いで「ほぼ常に行っている(80％以上)」が 33.3％で、これらを合わ

せると 68.3％となっている。

※27 年度の調査は 2 月に実施したこともあり、積雪の為自ずと慎重な運転を心掛けたこと

で、本調査におけるエコドライブの実践率が高くなったという可能性も否定できない。

実施しているエコドライブの頻度について、「ほぼ常に行っている(80％以上)」
と「概ね行っている(50～80％)」を合わせた“行っている”が 68.3％。



- 13 - 

■エコドライブに取り組んでいる理由

《７の３で１～３と答えた方にお聞きします》

問７の４ あなたがエコドライブに取り組んでいる理由・きっかけは何ですか。

次の中から、あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

85.5

64.9

10.6

30.6

3.9

0.3

0.3

3.9

0

66.1

45.9

24.5

22.4

2.9

0.3

0

1

25

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1.燃料費を節約するため

2.エコドライブは安全運転、

事故削減につながるため

4.燃費計やエコランプ等のエコ

ドライブ補助機能が車に装備さ

れているため

3.環境に配慮した取組を

心がけているため

7.職場で推奨されているため

6.保険会社から進められたため

5.札幌市の事業や

セミナーに参加したため

8.その他

無回答

27年度(N=359) 28年度(N=787)

 エコドライブに取り組んでいる理由・きっかけについて、「燃料費を節約するため」が

66.1％と最も高くなっており、次いで「エコドライブは安全運転、事故削減につながるた

め」が 45.9％となっている。また、「燃費計やエコドライブ等のエコドライブ補助機能が

車に装備されているため」が 24.5%と、27 年度より 13.9 ポイント増加している。

エコドライブに取り組んでいる理由・きっかけについて、「燃料費を節約する

ため」が 66.1％。
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■エコドライブにあまり取り組まない理由

《問７の３で４～５と答えた方にお聞きします》

問７の５ あなたがエコドライブにあまり取り組まない理由は何ですか。

次の中から、あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

36.8

15.8

18.4

23.7

15.8

18.4

29.3

26.7

16

10.7

22.7

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.エコドライブの方法を知らない

3.走行時間が長くなりそうだから

4.燃費の良い自動車を運転してい

るので必要がないから

2.エコドライブに取り組む

メリットがわからない

5.その他

無回答

27年度(N=38) 28年度(N=75)

 エコドライブにあまり取り組まない理由について、「エコドライブの方法を知らない」が

29.3％と最も高かったが、27 年度より 7.5 ポイント減少した。また、「走行時間が長くな

りそうだから」については 27 年度では 15.8%で 4 位であったが、28 年度では 26.7%と 10.9
ポイント増加し、2 位となった。

エコドライブにあまり取り組まない理由について、「エコドライブの方法を知

らない」が 29.3％。
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■札幌市が実施している温暖化対策の利用度合い

問８ 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、参加・利

用したことがあるものについて、あてはまるものに○をつけてください。

0.6

0.4

0.4

0.5

0.1

0.0

0.1

0.0

92.0

1.6

1.1

0.4

0.4

0.2

0.0

0.1

0.5

95.0

1.8

1.2

0.7

0.4

0.3

0.2

0.2

0.2

96.5

0% 5% 100%

Ｂ札幌市住宅エコリフォーム補助制度

Ｃ札幌・エネルギーecoプロジェクト

Ａ札幌版次世代住宅補助制度

Ｇ次世代自動車の購入・リースに対する補

助制度

Ｈ建築物環境配慮制度

（ＣＡＳＢＥＥ札幌）

Ｄさっぽろスマートシティプロジェクト

～Let’sスマート！～

Ｅ札幌市うちエコ診断

Ｆ家庭の消費電力量見える化機器の

貸出

利用したことがない

25年度(Ｎ=1348） 27年度(Ｎ=824） 28年度(Ｎ=1208)

※「さっぽろスマートィティプロジェクト」「家庭の消費電力量見える化機器の貸出」は 27 年度新項目

 札幌市が実施している温暖化対策の利用度合いは、全体的に回答数が少ないながらも

「札幌市住宅エコリフォーム補助制度」が 27 年度の 1.6％から 0.2 ポイント増加して

1.8％で最も高くなっている。次いで、「札幌・エネルギーeco プロジェクト」が 1.1％か

ら 0.1 ポイント増加し 1.2％となっており、以下は、「札幌版次世代住宅補助制度」が 0.7％
となっている。

札幌市が実施している温暖化対策の利用度合いは、「札幌市住宅エコリフォー

ム補助制度」が 1.8％。
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■『札幌版次世代住宅補助制度』の認知度

問８（Ａ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『札幌版次世代住宅補助制度』

1.名前・内容とも

知っている

2.3

2.1

3.4

2.名前だけは

知っている

13.6

16.3

16.4

3.全く知らない

64.2

69.7

73.3

無回答

19.9

11.9

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

(N=1348)

27年度

(N=824)

28年度

(N=1208)

 『札幌版次世代住宅補助制度』については、「名前・内容とも知っている」が 3.4％と、

25 年の 2.3％から 1.1 ポイント増加している。また、「名前だけは知っている」が 16.4％と

25 年の 13.6％から 2.8 ポイント増加している。

『札幌版次世代住宅補助制度』について、「名前・内容ともに知っている」と

「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度から 3.9 ポイ

ント増加し 19.8％となった。
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■『札幌市住宅エコリフォーム補助制度』の認知度

問８（Ｂ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『札幌市住宅エコリフォーム補助制度』

1.名前・内容とも

知っている

3.9

4.2

7.1

2.名前だけは

知っている

20.8

25.1

29.6

3.全く知らない

57.0

58.6

57.0

無回答

18.2

12.1

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

(N=1208)

 『札幌市住宅エコリフォーム補助制度』については、「名前・内容とも知っている」が

7.1％と、25 年の 3.9％から 3.2 ポイント増加している。また、「名前だけは知っている」

が 29.6％と 25 年の 20.8％から 8.8 ポイント増加している。

『札幌市住宅エコリフォーム補助制度』について、「名前・内容とも知ってい

る」と「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度から 12
ポイント増加し 36.7％となった。
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■『札幌・エネルギーeco プロジェクト』の認知度

問８（Ｃ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『札幌・エネルギーeco プロジェクト』

1.名前・内容とも

知っている

3.3

1.9

2.8

2.名前だけは

知っている

17.0

15.3

20.0

3.全く知らない

58.9

69.2

68.9

無回答

20.8

13.6

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

(N=1208)

 『札幌・エネルギーeco プロジェクト』について、「名前・内容とも知っている」が 2.8％
と、27 年度の 1.9％より 0.9 ポイント増加しているものの、25 年度の 3.3％より 0.5％減少

している。

 一方、「名前だけは知っている」は 17％と、25 年度の 17％より 3 ポイント増加している。

『札幌・エネルギーeco プロジェクト』について、「名前・内容とも知ってい

る」と「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度から 2.5
ポイント増加し 22.8％となった。
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■『さっぽろスマートシティプロジェクト』の認知度

問８（Ｄ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『さっぽろスマートシティプロジェクト～Let’s スマート！～』

1.名前・内容とも

知っている

0.5

0.7

2.名前だけは

知っている

10.0

10.8

3.全く知らない

75.1

79.7

無回答

14.4

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

27年度(N=824)

28年度(N=1208)

 『さっぽろスマートシティプロジェクト』について、「名前・内容とも知っている」が

0.7％と、27 年度の 0.5％より 0.2 ポイント増加している。また、「名前だけは知っている」

は 10.8％と、27 年度の 10％より 0.8 ポイント増加している。

『さっぽろスマートシティプロジェクト』について、「名前・内容とも知って

いる」と「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 27 年度から

1 ポイント増加し 11.5％となった。
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■『札幌市うちエコ診断』の認知度

問８（Ｅ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『札幌市うちエコ診断』

1.名前・内容とも

知っている

3.4

1.5

1.3

2.名前だけは

知っている

17.7

10.9

12.2

3.全く知らない

58.2

74.3

77.8

無回答

20.8

13.3

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

(N=1208)

 『札幌市うちエコ診断』について、「名前・内容とも知っている」が 1.3％と、25 年度の

3.4％より 2.1 ポイント減少している。また、「名前だけは知っている」は 12.2％と、25 年

度の 17.7％より 5.5 ポイント減少している。

『札幌市うちエコ診断』について、「名前・内容とも知っている」と「名前だ

けは知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度から 7.6 ポイント減少

し 13.5％となった。
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■『家庭の消費電力量見える化機器の貸出』の認知度

問８（Ｆ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『家庭の消費電力量見える化機器の貸出』

1.名前・内容とも

知っている

3.2

4.9

2.名前だけは

知っている

10.4

13.3

3.全く知らない

71.7

73.5

無回答

14.7

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

27年度(N=824)

28年度(N=1208)

 『電力の見える化機器貸出事業』について、「名前・内容とも知っている」が 4.9％と、

27 年度の 3.2％より 1.7 ポイント増加している。また、「名前だけは知っている」は 13.3％
と、27 年度の 10.4％より 2.9 ポイント増加している。

『電力の見える化機器貸出事業』について、「名前・内容とも知っている」と

「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 27 年度から 4.6 ポイ

ント増加し 18.2％となった。
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■『次世代自動車の購入・リースに対する補助制度』の認知度

問８（Ｇ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『次世代自動車の購入・リースに対する補助制度』

1.名前・内容とも

知っている

4.7

2.7

4.4

2.名前だけは

知っている

16.6

18.3

16.6

3.全く知らない

58.2

66.7

72.1

無回答

20.5

12.3

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

(N=1208)

 『次世代自動車の購入・リースに対する補助制度』については、「名前・内容とも知って

いる」と「名前だけは知っている」のいずれも、25 年度から大きな変化は見られない。

 一方、27 年度と比較すると、「名前・内容とも知っている」が 1.7 ポイント増加してい

る。

『次世代自動車の購入・リースに対する補助制度』について、「名前・内容と

も知っている」と「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 25
年度から大きな変化は見られない。
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■『建築物環境配慮制度（ＣＡＳＢＥＥ札幌）』の認知度

問８（Ｈ） 札幌市が現在実施しているエネルギー関連の主な温暖化対策について、知って

いますか。あてはまるものに○をつけてください。

『建築物環境配慮制度（CASBEE 札幌）』

1.名前・内容とも

知っている

0.3

1.2

1.3

2.名前だけは

知っている

4.5

3.9

4.4

3.全く知らない

72.9

80.9

85.8

無回答

22.3

14.0

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

25年度

（N=1348）

27年度

（N=824）

28年度

(N=1208)

 『建築物環境配慮制度（CASBEE 札幌）』について、「名前・内容とも知っている」が

1.3％と、25 年の 0.3％から 1 ポイント増加している。

 一方、「名前だけは知っている」が 4.4％と 27 年度よりも 0.5 ポイント増加しているもの

の、25 年度から大きな変化は見られない。

『建築物環境配慮制度（CASBEE 札幌）』について、「名前・内容とも知って

いる」と「名前だけは知っている」を合わせた“知っている”は 25 年度から

0.9 ポイント増加し 5.7％となったものの、依然として認知度は低くなってい

る。
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■札幌市が今後重点的に取り組むべき温暖化対策

問９ 札幌市が、今後重点的に取り組むべき温暖化対策について、次の中から、

５つまで○をつけてください。

46.1 

33.4 

33.5 

33.4 

29.7 

26.5 

24.2 

28.5 

27.7 

16.0 

20.0 

17.1 

14.0 

10.4 

10.6 

9.3 

4.2 

1.9 

5.1 

53.5

40.8

37.6

37.3

35.3

30.8

28.5

32.3

28.6

25.5

18.3

16.3

8.9

12.6

14.3

11.9

5.1

2.2

1.5

44.9

42

36.2

35.1

32.4

27.6

27.4

24.8

24.2

23.8

22.5

20.3

17.5

16.7

15.6

13.6

12.5

10.1

5.5

2.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.学校での温暖化対策に関する環境教育

16.ごみの減量やリサイクルの推進

2.温暖化対策の必要性や

経済的なメリットに関する普及啓発

7.省エネルギー家電や低燃費タイヤなどの

比較的低額な省エネルギー製品の購入に対する補助制度

15.公共交通機関の利用促進

3.再生可能エネルギー機器や省エネルギー機器に

関する十分な情報提供

12.公共施設への再生可能エネルギー機器などの導入や

節電などの取組によるエネルギー消費量の削減

6.次世代自動車や再生可能エネルギー機器など

比較的高額な機器の導入に対する補助

4.各家庭や事業所の状況に応じた効果的な

省エネルギーの取組のアドバイス

19.異常気象等の気候変動に対応したまちづくり

17.建物の壁面・屋上の緑化、

植樹などのみどりの育成・保全

8.住宅やビルなどの建築物の

省エネルギー化に対する補助制度

10.都心部への自動車の乗り入れ規制

18.適応策に関する情報発信

14.メガソーラーなどの

大規模再生可能エネルギーの設置促進

13.家庭や事業所への再生可能エネルギーの設置促進

5.省エネルギーや節電の取組に応じて

景品が当たるキャンペーン

11.一定規模以上の住宅・事務所などへの

再生可能エネルギー機器の設置義務化

9.ＨＥＭＳなどのエネルギーマネジメントシステムの

導入に対する補助制度

20.その他

無回答

25年度(N=1348） 27年度(N=824） 28年度(N=1208)

※

※ＨＥＭＳ（ホーム・エネルギー・マネジメント・システム）：家庭でエネルギーを消費する機器を

ネットワークでつなぎ、稼働状況やエネルギー消費量を見える化するとともに、自動制御して効率化を図る機器

※18.19 は 28 年度からの新項目
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 札幌市が、今後重点的に取り組むべき温暖化対策については、「学校での温暖化対策に関

する環境教育」が 44.9％と最も高くなっている。次いで、「ごみの減量やリサイクルの推

進」が 42％、「温暖化対策の必要性や経済的なメリットに関する普及啓発」が 36.2％、「省

エネルギー家電や低燃費タイヤなどの比較的低額な省エネルギー製品の購入に対する補助

制度」が 35.1％となっている。また 28 年度より新項目の「異常気象等の気候変動に対応

したまちづくり」が 23.8%、「適応策に関する情報発信」は 16.7%となっている。

 各項目の割合は 27 年度より低い傾向にあるが、「ごみの減量やリサイクルの推進」や「目

がソーラーなどの大規模再生可能エネルギーの設置促進」等、増加している項目もみられ

る。

札幌市が、今後重点的に取り組むべき温暖化対策については、「学校での温暖

化対策に関する環境教育」が 44.9％。
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Ｆ１ 【性別】あなたの性別をお答えください。 

男

42.0%

女

57.3%

無回答

0.7%

28年度(N=1208)

Ｆ２ 【年 齢】あなたの年齢は、おいくつですか。（平成 28 年１月１日現在） 

18歳～19歳

1.6%

20歳～29歳

6.9%

30歳～39歳

12.0%

40歳～

49歳

17.2%
50歳～

59歳

17.4%

60歳～69歳

25.7%

70歳以上

18.7%

無回答

0.5%

28年度(N=1208)



平成 28 年度札幌市の温暖化対策推進に関する調査
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Ｆ３ 【既婚・未婚】あなたは、結婚していますか。 

未婚

19.5%

既婚(配偶者あり)

68.0%

既婚(配偶者と離

別･死別)

12.0%

無回答

0.5%

28年度(N=1208)

Ｆ４ 【世帯形態】あなたのご家庭は、どういう形態ですか。 

自分１人または友

人と同居など単身

世帯

15.5%

夫婦２人だけの一

世代世帯

31.5%

親と子の二世代世

帯

42.0%

親と子と孫の

三世代世帯

6.2%

その他

4.2% 無回答

0.7%

28年度(N=1208)
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Ｆ５ 【家族人数】あなたのご家族（同居）は、あなたを含めて何人ですか。 

1人

14.3%

2人

36.4%
3人

23.0%

4人

16.6%

5人

6.1%

6人

1.7% 7人以上

0.9%

無回答

0.9%

28年度(N=1208)

Ｆ６ 【家族構成】あなたのご家族（同居）は、どういう構成ですか。 

あなたを含めて、次の中から、あてはまる方すべてに○をつけてください。 

223

516

406

264

148

111

479

750

63

0 100 200 300 400 500 600 700 800

乳幼児

(0～2歳程度)

就学前児童

(3～5歳程度)

小学生

(6～12歳程度)

中学生

(13～15程度)

高校生

(16～18歳程度)

大学(院)・専門学校生

65歳以上の高齢者

上記以外の方

無回答

28年度(N=1208)



平成 28 年度札幌市の温暖化対策推進に関する調査
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Ｆ７ 【職 業】あなたの職業は、次のどれにあたりますか。 

あてはまるものに１つ○をつけてください。 

無職・学生

19.9%

家事に専念している主

婦・主夫

19.0%

事務･技術職

(一般の事務･技術関係

の給与生活者､公務員､

教員など)

17.0%

パートなどで働いてい

る主婦・主夫

13.9%

現業労働者

(各種産業労働者及び中

小企業、個人商店など

の従業員)

10.6%

自営・商工業

(企業の代表者、商店経

営者など)

4.8%

管理職

(官公庁､大中企業､法

人・団体の部・課長以

上の給与生活者)

3.7%

自由業(開業医、弁護

士、宗教家、芸術家、

プロスポーツ選手など)

1.3%

農林水産業

0.0%

その他

8.9%

無回答

0.9%

28年度(N=1208)

Ｆ８ 【住居形態】あなたは、現在どのような家にお住まいですか。 

持ち家

(一戸建て)

47.2%

借家

(マンション・ア

パート)

26.7%

持ち家

(マンション・ア

パート)

19.6%

借家

(一戸建て)

2.8%

その他

(社宅・公宅・寮な

ど)

3.1%
無回答

0.5%

28年度(N=1208)
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Ｆ９ 【出生地】あなたは、札幌生まれですか。 

札幌生まれ

28.3%

札幌以外

71.1%

無回答

0.6%

28年度(N=1208)

Ｆ１０ 【札幌居住年数】あなたは、札幌に通算何年ぐらい住んでいますか。 

1年未満

1.2%

1年以上～3年未満

2.6%

3年以上～5年未満

2.0%

5年以上～10年未満

5.8%

10年以上～20年未満

13.9%

20年以上～30年未満

17.4%

30年以上

56.5%

無回答

0.6%

28年度(N=1208)



平成 28 年度札幌市の温暖化対策推進に関する調査
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Ｆ１１ 【現在地居住年数】あなたは、今の場所に何年ぐらい住んでいますか。 

1年未満

6.8%

1年以上～3年未満

10.7%

3年以上～5年未満

9.1%

5年以上～10年未満

13.2%

10年以上～

20年未満

21.6%

20年以上～

30年未満

16.6%

30年以上

21.5%

無回答

0.5%

28年度(N=1208)


